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地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

 

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部改正と施行について 
 

このことについて、平成 26 年 2月 6日付け 25消安第 4855号をもって、農林水産

省消費・安全局長から、別添①のとおり通知がありました。併せて、同日付け事務連

絡をもって、農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課飼料安全基準班から、別添②

のとおり本通知の概要の説明がありました。貴会関係者に周知方よろしくお願いいた

します。 

このたびの通知は、平成 26 年 2 月 6 日付けにて「飼料及び飼料添加物の成分規格

等に関する省令の一部を改正する省令（平成 26年農林水産省令第 6号）」、「飼料の安

全性の確保及び品質の改善に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成 26年農

林水産省令第 7号）」及び「飼料の安全性確保及び品質の改善に関する法律の規定に基

づき飼料添加物を定める件の一部を改正する件（平成 26 年 2 月 6 日農林水産省告示

第 174 号）」が、公布及び公示されたことについて、各都道府県知事宛てに通知した

旨、了知の上、本会会員に周知を依頼されたものです。 

 

 

 
本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 



公益社団法人

W1棚1^

日本獣医師会会長殿

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省

令等の施行について

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省ヤ(平成
26年農林水産省令第6号)、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法
律施行規則の一部を改正する省令(平成26年農林水産省力第7号)及び飼料
の安全性の確保及び品質の改善に関する法律の規定に基づき飼料添加物を定め
る件の一部を改正する件(平成26年2月 6日農林水産省告示第174号)が
平成26年2月 6日付けで公布及び告示され、このことにっいて、別添のとお
り通知しましたので、御了知の上、貴団体傘下の会員又は組合員に対する周知

徹底にっき御協力願います。

25消安第4855号

平成26年2月6日
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各都道府県知事殿

同

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省

令等の施行にっいて

飼料及び飼料添加物の・成分規格等に関する省令の一部を改正する省令(平成

26年農林水産省令第6 号。以下「改正省令」どいう。)、飼料の安全性の確

保及び品質の改善に関する法律施行規則の一部を改正する省令(平成26年農

林水産省令第7号。以下「改正規則」という。)及び飼料の安全性の確保及び

品質の改善に関する法律の規定に基づき飼料添加物を定める件の一部を改正す

る件(平成26年2月 6 日農林水産省告示第 174号。以下「改正告示」とい

う。)が平成26年2月 6日付けで公布及び告示され、同日付けで施行されま

した。

本改正内容にっいて、下記事項に留意の上、貴管下関係者に対する周知徹底

につき御協力をお願いします。

25消安第4855号

平成26年2月6日

農林水産省消費・安全局長

第1 改正の要旨

飼料添加物であるセデカマイシンは、既に製造及び販売が行われておら

ず、今後とも製造等の見込みがないことから、農業資材審議会において飼

料添加物の見直しを行った。この結果、'セデカマイシンにっいては、飼料

添加物としての指定を取り消すとともに、成分規格等を削除することが適

当とされた。このため、関係告示及び省令について所要の改正を行うこと

とした。

一
一
一
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1 改正告示関係

飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律(昭和28年法律第35

号)第2条第3項の規定に基づくセデカマイシンの飼料添加物としての指

定を取り消した。

2 改正省令関係

(1)飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令(昭和51年農林省令

第 3 5 号。以下「成分規格等省令』という。)別表第 1の 1の(Dのウ

の表及び同(2)のウの表の第3欄からセデカマイシンに係る部分を削除

した。(別表第 1 の 1)

(2)成分規格等省令別表第2の6 の(13)からセデカマイシンに係る部分を

削除した。(別表第 2 の 6)

(3)成分規格等省令別表第2 の 7 の(2)からセデカマイシンC、セデカマ

イシンD及びセデカマイシンFの項を削除した。(別表第2の 7)

(4)セデカマイシン及びその製剤の成分規格等を削除した。(別表第2の

8)

3 改正規則関係

飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律施行規則(昭和51年

農林省令第36号)に定める特定飼料等の種類からセデカマイシンを削除

した。

第2 改正に伴う留意事項

セデカマイシンは、飼料添加物としての指定が取り消されたことから、

今後は成分規格等省令別表第1の 1のa)のアの規定に基づき、これを含

む飼料の製造、輸入、販売、使用等が禁止される。このため、飼料製造業

者等に対し、セデカマイシンを含む飼料の製造等が行われることのないよ

う十分指導されたい。

また、飼料添加物製造業者等に対し、今後は飼料添加物としての製造、

輸入、販売、使用等が行われることのないよう十分指導されたい。

第3 施行期日

改正省令、改正規則及び改正告示は、公布の日

から施行する。

、

(平成 2 6 年2月 6 田
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飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令新旧対照表

0飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令(昭和五十一年農林省令第三十五号)

別表第1(第1条関係)

1 飼料」般の成分規格並びに製造、使用及び保存の力法及び表示の基準

a)飼料一般の成分規格
ア・イ(略)
ウ次の表に揚げる対象飼料が含むことができる飼料添加物の量は、同
表に掲げるとおりとする。

改 正

対象飼料

後

鶏(プ

口イ

ブロイラー用

を除

く。)

用

飼料添

加物名

幼す

う用

中

すう

用

豚

(略)

"ノマイシ

ンナ"弧

[削る。]

単位

(略)

月11 1姐

用

用

(略)

(略)

別表第1(第1条関係)
1 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法及び表示の基準
(1)飼料一般の成分規格

ア・イ(略)

ウ炊の表に掲げる対象飼料が含むことができる飼料添加物の量は、同
表に掲げるとおりとする。

後期

用

注

エ~チ

牛

(略)

(略)

(略)

〔削る。〕

ほ乳

期用

(略)

く略)

用

(略)

(略)

(略)

子豚

期用

(略)

(略)

(略)

ほ乳

期用

(略)

(略)

改

(略)

幼齢

期用

(略)

(略)

正

(略)

[削る.]

肥,k

期用

対象飼料

(略)

(略)

^

目1」

(傍線の部分は改正部分)

(略)

[削る.]

(略)

(略)

鶏(ブ

口イ

(略)

(略)

(略)

ブロイラー用

r

(略)

を除

く。)

用

(略)

飼料添

加物名

幼す

う用

中

すう

用

(略)

豚

(略)

"ノマイシ

ンナ"払

セデカマイ

シン

(略)

単位

月1」;胡

用

用

(略)

(略)

後期

用

(略)

(略)

牛

注

エ~チ

(略)

(略)

'立価

(略)

ほ乳

期用

-1-

用

(略)

(略)

子豚

期用

(略)

(略)

(略)

(略)

(略)

ほ乳

期用

(略)

(略)

(略)

幼齢

期用

(略)

(略)

(略)

肥*

期用

5~

20

(略)

(略)

(略)

(略)

5~

20

(略) (略)

(略)、

(略)

ララ



②飼料一般の製造の力法の基準

ア・イ(略)

ウ次の表の同」欄内の2以上の飼料添加物は、同一飼料に用いてはな
らなし、。

第1棚

第2欄
第3欄 亜鉛バシトラシン、アビラマイシン、アノレキノレトリメチ

ノレアンモニウムカノレシウムオキシテトラサイクリン、'エ

フロトマイシン、エンラマイシン、クロノレテトラサイク

リン、ノシヘプタイド、バージニアマイシン、フラボフ
オスフォリポーノレ、りン酸タイロシン

エ~ス

(3)~(5)

第4欄

別表第2(第2条関係)
(略)1~5

6 飼料添加物一般の試験法

(略)

(1)~(12)(略)
(13)抗生物質の力価試験法

(略)

標準品及び常用標準品
(略)

(略)

(略)

(略)

(略)

(略)

標準品名

(2)飼料一般の製造の方法の基準

ア・イ(略)
ウ炊の表の同一欄内の2以上の飼料添加物は、同一飼料に用いてはな

らない。

(略)

標準サリノ

マ'イこノン

標準品の本質等

[削る。]

第1欄

第2棚
第3欄

(略)
(略)

ンA

亜鉛バシトラシン、ア・ビラマイシン、アノレキノレトリメチ
ノレアンモニウムカノレシウムオキシテトラサイクリン、エ
フロトマイシン、エンラマイシン、クロルテトラサイク

リン、セデカマイシン、ノシヘプタイド、バージニア.マ

常用標準品名

エ~ス

(3)~(5)

[削る。]

第4欄

別表第2(第2条関係)
(略)1~5

6 飼料添加物一般の試験法
(略)

①~(12)(略)
(13)抗生物質の力価試験法

(略)

標準品及び常用標準品
(略)

'(略)
(略)

イシン、フラボフォスフォリポーノレ、りン酸タイロシン

(略)

(略)

常用標準品の

本質等

(略)

[削る。]

(略)

(略)

(略)

[削る。]

(略)

標推品名

(略)

標準サリノ

又,イシ,ン

標準品の本質等

標準セデカ
マイシノン

-2-

(略)

(略)

セデカマイシンA(C町

H35N08)

常用標準品名

(略)
(略)

常用標準品の

本質等

常用標準セデ
カマイシン

(略)

(略)

セデカマイシ



各抗菌性物質の定義
①~⑦(略)
[削る。]

(略)

,⑧~⑰(略)

各抗菌性物質の力価の定義
①~⑦(略)

[削る。]

(略)

⑧~⑰(略)
菌液又は胞子液の調製
円筒寒天平板の調製
常用標準希釈液の調製
(略)

(略)

常用標準品名

(略)

(略)
常用標準サリノ
マイシ,ン

[削る。]

(略)

(略)

常用標準品

の秤取量

各抗菌性物質の定義
①~⑦(略)
⑧セデカマイシン

(略)

常用標準品

の予備乾燥

条件

(略)

(略)

試料溶液の調製

操作法(略)
力価計算.(略)

(略)

[削る。]

(略)

(略)

Stre t0勿yoes rochei

生物質の誘導体であるセデカマイシンA (C"H闘NO0)を主成分とす

希釈原液の

保存温度

⑨~⑱(略)

各抗菌性物質の力価の定義
①~⑦(略)

8 セデカマイシン

(略)

るもの又はその他の方法により得られるこれと同一の物質をいう。

(略)

(略)

[削る。]

、(略)
(略)

希釈原液の

有効期間

セデカマイシンの力価は、セデカマイシンA (C"H闘NO.)とLて

(略)

の量を質量く力価)で示す。 1昭(力価)は、標準セデカマイシ

⑨~⑱(略)

菌液又は胞子液の調製
円筒寒天平板の調製
常用標準希釈液の調製
(略)

ン1昭に相当する。

[削る。]

ar

(略)

(略)

(略)

V01岫ih'Sの培養により得られる抗

(略)

[削る。]

常用標準品名

(略)

(略)

常用標準サリノ

マイシン

常用標準セデカ

(略)

(略)

(略)

、

常用標準品

の秤取量

マイシン

(略)
(略)

常用標準品

の予備乾燥

条件

試料溶液の調製
操作法(略)
力価計算(略)

(略)

約25mg(カ

-3-

価)相当量

(略)

(略)

以

希釈原液の

保存温度

(略)

(略)

(略)

希釈原液の

有効期間

印御

5゜C以下

(略)
(略)

(略)

2日

CL/L

(略)

二

)(



(14)~(3田(略)

フ、飼料添加物一般の試験法並びに各飼料添加物の成分規格及ぴ製造方法等
の基準に用いる標準品、試薬・試液、,容量分析用標準液、標準液、色の比

較液、計量器・用器、ろ*氏滅菌法及びベルトラン糖類定量表の規定
(1)(略)
(2)試薬・試液

(略)

[削る。]

(略)
8 各飼料添加物の成分規格及ぴ製造の方法等の基準
(1)~(42)(略)

(43)コレカノレシフェローノレ
ア(略)

イ製剤(その1 液状)
m 成分規格

本品は、コレカノレシフェローノレ製造用原体に、硬化油、高級飽和

(14)~(38)(略)
7 飼料添加物一般の試験法並びに各飼料添加物の成分規格及び製造方法等
の基準に用いる標準品、試薬・試液、容量分析用標準液、標準液、色の比
較液、計量器・用器、ろ紙、滅菌法及びベルトラン糖類定量表の規定
(1)(略)
(2)試薬・試液

(略)

セデカマイシンC C部H胎NO,白色~淡黄色の結晶又は結晶性の粉末で

脂肪酸、脂肪酸、植物性油脂又は動物性油脂を混和した油液又は水
溶性液状物である。

(略)

ある。

含有比率本品10如四.5・」10.4m )を量り
原体のセデカマイシンAの含有比率試験法を準用してセデカマイ

セデカマイシンD

シンCの含有比率を求めるとき、90%以上である。

ある。

含有比率本品10昭(9.5~10.4mg)を量り、セデカマイシン製造用
原体のセデカマイシンAの含有比率試験法を準用してセデカマイ

セデカマイシンF

シンDの含有比率を求めるとき、90%以上である。

ある。

含有比率本品10Ⅲg (9.5~10.4mg)を量り、セデカマイシン製造用

C町H訂N08

(略)
8 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準

(D~(42)(略)
(43)カレカノレシフェロール

ア(略)

イ製剤(その1 液状)
⑦成分規格

原体のセデカマイシンAの含有比率試験法を準用してセデカマイ

白色~淡黄色の結晶又は結晶性の粉末で

シンFの含有比率を求めるとき、90%以上である。

C25H35N07

セデカマイシン製造用

白色~淡黄色の結晶又は結晶性の粉末で

本品は、エルゴカノレシフェローノレ製造用原体に、硬化油、高級飽
和脂肪酸、脂肪酸、植物性油脂又は動物性油脂を混和した油液又は
水溶性液状物である。

(略)

-4-



ユ

ウ製剤(その2 粉状)
例成分規格

本品は、コレカノレシフ=ロール製造用原体に、賦形物質を混和し
た粉末又は粒子である。

(略)

(44)~(11D (略)

[削る。]

ウ製剤(その2 粉状)
⑦成分規格

本品は、エルゴカノレシフ=ロール製造用原体に、賦形物質を混和

した粉末又は粒子である。
(略)

(44)~alD (略)
(112)セデカマイシン

ア製造用原体

m 成分規格

力価本品は、力価試験を行うとき

を含む。
物理的・化学的性質

①本品は、白色~"淡赤黄色の結晶又は結晶性の粉末で、臭い

②本品は、アセトニトリル及びクロロホルムに溶けやすく、メ

はない、又は特異な臭いを有する。

タノール及び無水エタノールにやや溶けにくく、水にほとんど

確認試験

溶けない。

①本品0..1 (0.05~0.14g)を量り
えて溶かし、試料溶液とする。別に、セデカマイシン約10mg(カ

価)を含む量の常用標準セデカマイシンを量り、アセトニトリ

Img中に750

ル5mLを加えて溶かし、標準液とする。試料溶液及び標準液5

乢ずつを蛍光剤入り薄層クロマトグラフ用シリカゲルを用いて
調製した薄層板にスポットする。次に、クロロホルム・メタノ
ーノレ混液(93:フ)を展開溶媒として、'約10cm展開した後、薄

層板を風乾する。これに紫外線(主波長254nm)を照射すると
き、試料溶液及び標準液から得た主なスポットは濃青色を呈し、

(力価)以上

これらのRf値は等しい。

②本品3mg (2.5~3.4m )を量り
を加え、振り混ぜ、 5分間放置するどき、溶液は暗紫色を呈す

-5-

る。との溶液に水10m[及びnーブタノール2mLを加え、振り混ぜ

アセトニトリル50皿Lを加

た後静置tるとき、ロフブタノール層ば褐色を呈する。このnーブ
タノーノレ層0.5mLをとり、塩酸lmLを加え、振り混ぜるとき、

水1如Lに懸濁し、塩酸2印L



溶液は、暗紫色を呈する。

③本品の無水エタノーノレ溶液(3→500,00のにつき、吸収ス

純度試験

トノレを測定するとき、波長224~228nmに吸収の極大を示す。ペク

①比旋光度本品約0.1Eを0.001 の桁まで量り、その数値を記
録し、無水エタノーノレを加えて溶かし、10mLの全量フラスコに

入れ、更に無水エタノールを標線まで加えて10mLとし、この溶
液につき、旋光度を測定するとき、〔α〕智=-190~-245゜で
なければならない。

②'重金属本品1.og (0.95~、1.04 )を量り、重金属試験法第
2法により試料溶液を調整し、鉛標準液2.omLを用いて比較液
を調整して重金属の試験を行うとき、試料溶液の呈する色は、
比較液の呈する色より濃くてはならない(20 /以下)。

③ヒ素本品1.og (0.95~1.σ4 )を量り
により試料溶液を調整し、装置Aを用いる方法によりヒ素の試
験を行うとき、吸収液の色は,、標準色より濃くてはならない(2

鵬復撚王^
④・セデカマイシンAの含有比率
量り

ノレター(0.45μm)を用いてろ過し、ろ液を試料溶液とする。別
に、セデカマイシンAの溶出時間を確認するため、常用標準セ

、、 アセトニトリノレに溶か'し、 10omLとし、メンブランフィ

デカマイシン5mg (4.5~5.4m )を量り
かし、 50omLとし、標準液とする。試料溶液及び標準液20U工に
つき、炊の条件で液体クロマトグラフ法により試験を行うとき、
セデカマイシンAの含有比率は80%以上でなけれぱならない。

本品中のセデカマイシンAの含有比率(%)=

ヒ素試験法第3法

本品10mg 四.5~10.4mg)を

1、L.TI

-6-

AT

試料溶液のセデカマイシンAのピーク面積
試料溶液のピーク面積の総和AT

操作条件

検出器:紫外吸光光度計(測定波長254血)
カ_ラム:内径3.0~4.omm、長さ250~30omnのステンレス管

アセトニト'りノレに溶

』、、τ1

X I00



,

,

J

カラム温度:25゜C付近の一定温度

移動相:無水りン酸一水素ナトリウム1.詑g (1.315~1,324

に5~10師のオクタデシルシリノレ化シリカゲルを
充坂する。

g)及びりン酸二水素カリウム0.仭lg (0.船妬~0,
四14g)を水1,ooomLに溶かし、必要に応じりン酸

流量:セデカマイ,シンAの保持時間が約10分となるように

又は希水酸化ナトリウム試液で H8.0に調整した溶

液とアセトニトリルの混液(15

カラムの選定:セデカマイシンC及びセデカマイシンDを

囲内で選定する。)

調整する。

水分 2.0%以下"(直接滴定)

強熱残分 1.0%以下(1g)

面稙測定範囲:セデカマイシンAの保持時間の2倍

力価試験

5m

フラスコに入れ、アセトニト.りノレを標線ま

①微生物学的方法

で加えて溶かし、 50omLとする。との溶液20

(4.5~5.4m )ずつ量り

Lにつき、上記の条件で操作するとき

寒天平板基層用培地及ぴ種層用培地は、それぞれ4号培地を

の分籬度が1.0以上のものを用いる。

6 ~15

用し〕る。ただし、種層用培地にあっては、培地1,ooomL当た

リ、薄めたエステル分解酵素液0.35~1.75単位相当量を加え
て用いる。

試験菌 Iuteus ATCC 9341を用いる。"'iotococcus

10の範

常用標準希釈液の調製試験を行うために必要な量の常用標準
品を有効数字3桁まで量り、その数値を記録しイメタノール

50mLの全量

を加えて溶かし、 1mL当たりの濃度が約lmg (力価)となる

ーフー

よう、更にメタノーノレを加え、正確に一定容量とし、希釈原

液とする。試験を行うために必要な量の希釈原液を全量ピペ

ツトを用いて量り

そ

ーシクロテキストリン緩衝液で50倍に



希釈した後、 1mL当たりの濃度が2昭(力価)及び0.5Ug (カ
価)となるよう、 3号緩衝液を加え、正確に希釈し、高濃度
常用標準希釈液及び低濃度常用標準希釈液を胴製する。

試料溶液の調製試験を行うために必要な量の本品を有効数字
3桁まで量り、その数値を記録し、メタノールを加えて溶か
し

う、更にメタノールを加え、正確に一定容量とし、試料原液
ImL当たりの濃度(推定値)が約lm (力価)となるよ

とする。試験を行うために必要な量の試料原液を全量ピペッ

トを用いて量り、βーシクロデキストリン緩衝液で50倍に希
釈した後

0.5Ug (力価)となるよ

②液体クロマトグラフ法セデカマイシン約50叫(力価)(推

し、高濃度試料溶液及び低濃度試料溶液を調製する。

定値)を含む量の本品を有効数字3桁まで量り、その数値を記

ImL当た,りの濃度(推定イ向が2 g (力価)及び

録し、アセトニトリノレを加えて溶かし、50mLの全量フラスコに

入れ、更にアセトニトリルを標線まで加えて50mLとする。この
溶液5mLを全量ピペットを用いて量り、50mLの全量フラスコに
入れ、アセトニトリルを標線まで加えて50ml'とし、メンブラン

フィルター(0.45Um)を用いてろ過しイろ液を試料溶液とする。
別に、セデカマイシン約25Ⅲ(力価)を含む量の常用標準セデ
カマイシンを有効数字3桁まで量り、その数値を記録し、アセ

3号緩衝液を加え、正確に希釈

トニトリルを加えて溶かし、25mLの全量フラスコに入れ、更に

アセトニトリルを標線まで加えて25mLとする。この溶液5mLを
全量ビペットを用いて量り、50mLの全量フラスコに入れ、アセ

トニトリルを標線まで加えて50mLとし、標準液とする。試料溶
液及び標準液20ULずうをマイクロビペットを用いて量り、純度

試験④の条件で、液体クロマトグラフ法により試験を行う。得
られたクロマトグラムから、ピーク面積を求める。

-8-

本品1鴫中の (力価)

A+1.135C 十0.159D十0. 178F

X2,00OXM

SXW

ノ

う

一
V



,

、

A :試料溶液のセデカ・マイシンAのビーク面積
C

D :試料溶液のセデカマイシンDのピーク面積
試料溶液のセデカマイシンCのビーク面積

F;試料溶液のセデカマイシンFのピーク面積
S:標準液のセデカマイシンAのピーク面積
M :常用標準セデカマイシンの採取量(mg (力価))

なお、セデカマイシンA以外のピークの同定は、セデカマイ
本品の採取量(m)W

シンC、セデカマイシンD及びセデカマイシンFをそれぞれ10

Ug/mLとなるよう、アセトニトリノレに溶かした溶液について、
同一条件で液体クロマトグラフ法で試験するどきの保持時闘に
よって行う。通常、セデカマイシンAに対するセデカマイシン

術製造の方法の基準

C、セデカマイシンD及びセデカマイシンFの相対保持時闇は、

それぞれ0.42土0.07、 0.54士0.07及ぴ0.29士0.08どなる。

Strept0勿yces rochel V日τ

を好気的に培養し、'培養を終了した後、培養液に酢酸エチル等の酢

酸残基を有tる有機化合物を加え、かき混ぜて酵素的にセデカマイ
シンを生成させる。この溶液を有機溶媒で抽出し、抽出液をアルカ

リ陛水溶液で水洗した後、濃縮して得た結晶を乾燥して製造するこ

例保存の方法の基準

イ製剤

遮光した気密容器に保存すること。

例成分規格

ν0IU加'h'Sのセデカマイシン生産菌株

本品は、セデカマイシン製造用原体に鳳形物質を加えて造*立した
後、'必要に応じて米ぬか油かすを混和した粉末又は粒子である。
力価本品は、力価試験を行うぞき、表示力価の部~125%を含む。
物理的・化学的性質

①本品は、灰白色~淡褐色の粉末又は粒子で、特異な臭いを

-9-

有する。

②本品は、.2.00血の標準網ふるいを通過する。
③本品は、発かびを認めない。



L

確認試験

①本品の表示力価に従し

量を量り、メタノール5mLを加え、 5分間激しく振り混ぜた
、遠心分航し.てその上澄液をろ過し、試料溶液とし、以下セ

②本品の表示力価に従い、セデカマ,イシン約5咋(力価)を含
カマイシン製造用原体の確認試験①を準用する'

量を量り、無水エタノール2mLを加え、 5分問激しく振り混
た後、、静置し、,上層液をろ過する。ろ液に室温で窒素ガスを
き込んでエタノ.ーノレを蒸発させ、その残留物に水1.mL及び塩
2m[を加え、振り混ぜ、以下セデカマイシン製造用原体の確

③本品の表示力価に従い、セデカヤイシン約5昭(力価)を含

セデカマイシン約10m (力価)を含

試験②を準用する。

量を量り、'無水エタノール30mLを加え、 5分問激しく振り混

た後、無水エタノーノレを加えて50mLとし、遠心分畜隹する。上
液3.0Π止に無水エタノールを加えて50mLとした溶液を試料溶

乾燥減量 10.0%以下(1

とし、吸収スペクトノレを測定するとき、波長224~228血に吸

力価試験

の極大を示す。

1

①微生物学的方法

天平板セデカマイシン製造用原体の規定を準用する。
験菌セデカマイシン製造用原体の規定を準用する。
用標準希釈液の調製セデカマイシン製造用原体の規定を準
用する。

試料溶液の調製本品の表示力価に従い、試験を.行うために必

105゜C

要な量を有効数字3桁まで量り、その数値を記録し、'1mL当
たりの濃度が約lmg (力価)となるよう、メタノールー定容
量を全量ピペットを用いて加え、かき混ぜて又は振り混ぜて、

3時間)

ろ過又は遠心分雛し、そのろ液又は上澄液を試料原液とする。

-10-

試験を行うために必要な量の試料原液を全量ピペットを用い

て量り、以下セデカマイシン製造用原体の力価試験①の規定

②液体クロマトグラフ法本品の表示力価に従い、セデカマイ

を準用する。

む

後

デ

む

ぜ

吹

酸
=
1

む
ξ

澄

収

,
、

一
=
訂

常



シン約200昭(力価)を含む量を有効数字3桁まで量り、その
数値を記録し、メタノーノレ20omLを全量ピペットを用いて加え、
かき混ぜて・又は振り混ぜて、ろ過又は遠心分雜し、そのろ液又
は上澄液を試料原液とする。この原液5mLを全量ピペットを用

いて量り、 50Π止の全量.フラス=に入れ、アセトニトリノレを標線
まで加えて50mLとし、メンブランフィルター(0.45 m)を用し
てろ過し、試料溶液とする。別に、約25昭(力価)を含む量の

常用標準セデカマイシンを有効数字3桁まで量り、その数値を
言己録し、アセトニトリルを.加えて溶かし、 25mLの全量フラスニ

に入れ、更にアセトニトリルを標線まで加えて25mLとする。と
の溶液5mLを全量ビペットを用いて量り、50mLの全量フラス=

に入れ、アセトニトリルを標線まで加えて50mLとし、標準液と
する。試料溶液及び標準液20ルずつをマイクロピペットを用い
て量り、セデカマイシン製造用原体の純度試験④の条件で、液
体クロマトグラフ法により試験を行う。得られたクロマトグラ
ムから、ピーク面積を求める。

本品1咋中の

r

A:試料溶液のセデカマイシンAのピーク面積

(力価)

C:試料溶液のセデカマイシンCのピーク面積
D :試料溶液のセデカマイシンDのピーク面積
F・:試料溶液のセデカマイシンFのピーク面積
S

A+1.135C十0.159D十0. 178F

(イ)製造の方法の基準

M :常用標準セデカマイシンの採取量(m '(力価))
標準液のセデカマイシンAのピーク面積

なお、セデカマイシンA以外のピークの同定は、セデカマイ

本品の採取量(m)W

シン製造用原体の力価試験②の規定を準用する。

セデカマイシン製造用原体に、臓形物質を加えて造粒した後、必

X8,00OXM

要に応じて米ぬ九油かすを混和して製造するとと。
例保存の方法の基準

-11-

SXW



a12)~(159) (略)

伺表示の基準

遮光した癌閉容器に保存するとと。

有効期間製造の翌月から2年

(113)~(160)

本品の直接の容器又は直接の被包に、炊の文字を記載すること。

(略)

-12-
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ビ

ラ
マ
イ
シ
ン
、
ア
ル
キ
ル
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
カ

ル
シ
ウ
ム
オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
、
エ
フ
ロ
ト
マ
イ

シ
ン
、
エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
、

ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ

ン
、
サ
リ
、
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
セ
ン
デ
ユ
ラ
マ
イ

シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ナ
ラ
シ

ン
、
ノ
シ
ヘ
プ
タ
イ
ド
、

ノ

ー
ジ
ニ
ア
マ
イ
シ
ン
、
ビ
コ

ザ
マ
イ
シ
ン
、
フ
ラ
ボ
フ
オ

ス
フ
ォ
リ
ポ
ー
ル
、
モ
ネ
ン

シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ラ
サ
ロ

シ
ド
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
硫
酸
コ

リ
ス
チ
ン
、
り
ン
酸
タ
イ
ロ

シ
ン

(
瞳

特
定
飼
料
等
検
査
設
備

(
瞳

(
略
)

ポ
ー
ル
<
モ
ネ
ン
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ラ
サ
ロ
シ
ド
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
硫
酸
泣
り
ス
チ
ン
、

リ
ン
酸
タ
イ
ロ
シ
ン

技
術
上
の
基
準

(
略
)

露
)

別
表
第
二
(
第
十
玉
条
関
係
)

特
定
飼
料
等
の
種
類

亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
、
ア
ビ

ラ
マ
イ
シ
ン
、
ア
ル
キ
ル
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
カ

ル
シ
ウ
ム
オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
、
エ
フ
ロ
ト
マ
イ

シ
ン
、
.
エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
、

ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ

ン
、
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト

(
堕

特
定
飼
料
等
検
査
設
備

リ
ウ
ム
、
セ
デ
カ
マ
イ
シ
ン
、

セ
ン
デ
三
フ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
.
ナ
ラ
シ
ン
、
ノ
シ

ヘ
プ
タ
イ
ド
、
バ
ー
ジ
ニ
ア

マ
イ
シ
ン
、
.
ビ
泣
ザ
マ
イ
シ

ン
、
フ
ラ
ボ
フ
オ
ス
フ
ォ
リ

ポ
ー
ル
、
モ
ネ
ン
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ラ
サ
ロ
シ
ド
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
硫
酸
ニ
リ
ス
チ
ン
、

リ
ン
酸
タ
イ
ロ
シ
ン

(
略
)

(
略
)

技
術
上
の
基
準

(
堕

(
略
)
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別
表
第
三
(
第
十
六
条
関
係
)

特
定
飼
料
等
の
種
類

亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
、
ア
ビ

ラ
マ
イ
シ
ン
、
ア
ル
キ
ル
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
カ

ル
シ
ウ
ム
オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
、
エ
フ
ロ
ト
マ
イ

シ
ン
、
エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
、

ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ

ン
、
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
セ
ン
デ
ユ
一
フ
マ
イ

シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ナ
ラ
シ

ン
、
ノ
シ
ヘ
プ
タ
イ
ド
、
゛
闇
、ノ

ー
ジ
ニ
ア
マ
イ
シ
ン
、
ビ
コ

ザ
マ
イ
シ
ン
、
フ
ラ
ボ
フ
ォ

ス
フ
ォ
リ
ポ
ー
ル
、
モ
ネ
ン

シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ラ
サ
ロ

シ
ド
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
硫
酸
コ

リ
ス
チ
ン
、
り
ン
酸
タ
イ
ロ

シ
ン

(
略
)

製
造
管
理
及
び
品
質
管

理
の
方
法
並
び
に
検
査

に
関
す
る
組
織

(
瞳

(
賂

基
準

別
表
第
三
(
第
十
六
条
関
係
)

(
堕

(
瞳

特
定
飼
料
等
の
種
類

亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
、
ア
ビ

ラ
マ
イ
シ
ン
、
.
ア
ル
キ
ル
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
、
ニ
ウ
ム
カ

ル
シ
ウ
ム
オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
、
エ
フ
ロ
ト
マ
イ

シ
ン
、
エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
、

ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ

ン
、
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト

(
堕

製
造
管
理
及
び
品
質
管

理
の
方
法
並
び
に
検
査

に
関
す
る
組
織

リ
ウ
ム
、
セ
デ
カ
マ
イ
シ
ン
、

セ
ン
デ
ユ
一
フ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ナ
ラ
シ
ン
、
ノ
シ

ヘ
プ
タ
イ
ド
、
バ
ー
ジ
一
一
ア

マ
イ
シ
ン
、
ビ
コ
、
ザ
マ
イ
シ

ン
、
フ
ラ
ボ
フ
オ
ス
フ
オ
リ

ポ
ー
ル
、
モ
ネ
ン
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ラ
サ
ロ
シ
ド
ナ
ト

y
ウ
ム
、
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン
、

リ
ン
酸
タ
イ
ロ
シ
ン

(
堕

(
暄

風
.

基
準

(
賂

(
堕
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飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
ず
る
怯
律
の
規
定
に
基
づ
き
飼
料
添
加
物
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
新
旧
対
照
表

0
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
飼
料
添
加
物
を
定
め
る
牛
(
昭
口
五
十
一
年
七
月
二
十
四
日
農
林
告
示
第
七

号
)
帝
β
~
、

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五

号
)
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
ミ
飼
料
添
加
物
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
0

一
・
二
(
略
)

三
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
、
ア
ビ
ラ
マ
イ
シ
ン
、
ア
ミ
ラ
L
ゼ
、
ア
ル
、
カ
リ
性
プ
匝
テ
ア
ー
ゼ
、

ア
ル
キ
ル
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
カ
ル
シ
ウ
ム
オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
、
ア
ン
プ
ロ

リ
ウ
ム
.
エ
ト
パ
ベ
ー
ト
、
ア
ン
プ
ロ
リ
ウ
ム
・
エ
ト
パ
ベ
ー
ト
・
ス
ル
フ
ァ
キ
ノ
キ
サ
リ
ン

、

エ
フ
ロ
ト
マ
イ
シ
ン
、
エ
ン
テ
ロ
コ
ツ
カ
ス
フ
エ
カ
ー
リ
ス
、
エ
ン
テ
ロ
ニ
ツ
カ
ス
フ

エ
シ
ウ
ム
、
エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
、
ギ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
キ
シ
ラ
ナ
ト
ゼ
、
キ
シ
ラ
ナ
ー
ゼ
.
0
ヘ

ク
チ
ナ
ー
ゼ
複
合
酵
索
、
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル
、
β
ー
グ
ル
カ
ナ
ー
ゼ
、
グ
ル
コ
ン
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
プ
チ
リ
カ
ム
、
ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
、
サ
ツ
カ
リ
ン

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
酸
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
セ
ル
ラ
ー
ゼ
、
セ
レ

ラ
ー
ゼ
.
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
.
。
ヘ
ク
チ
ナ
ー
ゼ
複
合
酵
素
、
セ
ン
デ
三
フ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム

弔
、

着
香
料
全
ス
テ
ル
頚
工
ー
テ
ル
頚
ケ
ト
ン
類
、
脂
肪
酸
類
脂
肪
族
高
級
ア
ル
コ
ー

ル
類
、
脂
肪
族
高
級
ア
ル
デ
ヒ
ド
麺
脂
肪
族
高
級
炭
化
水
素
類
テ
ル
。
ヘ
ン
系
炭
ヒ
水
素
類

、

フ
ェ
ノ
ー
ル
エ
ー
プ
ル
類
、
フ
エ
ノ
ー
ル
須
芳
香
族
ア
ル
立
ー
ル
麺
芳
香
族
ア
ル
デ
ヒ

ド
類
及
び
ラ
ク
ト
ン
類
の
う
ち
、
一
種
又
は
二
種
以
上
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
し
、
着
香
の

目
的
で
使
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
)
、
中
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
デ
コ
キ
ネ
ー
ト
、
ナ
イ
カ
レ

バ
ジ
ン
、
ナ
ラ
シ
ン
、
ニ
ギ
酸
カ
リ
ウ
ム
、
ノ
シ
ヘ
プ
タ
イ
ド
、
バ
ー
ジ
一
一
ア
マ
イ
シ
ン
、

゛
、
、

チ
ル
ス
=
ア
グ
ラ
ン
ス
、
バ
チ
ル
ス
サ
プ
チ
ル
ス
、
バ
チ
ル
ス
セ
レ
ウ
ろ
バ
チ
レ
ス

バ
デ
ィ
ウ
ス
、
ハ
ロ
フ
ジ
ノ
ン
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
コ
ザ
マ
イ
シ

ン
、
,
ビ
フ
ィ
ド
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
サ
ー
モ
フ
ィ
ラ
ム
、
ビ
フ
ィ
ド
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
シ
ユ
ー
ド

ロ
ン
ガ
ム
、
フ
ィ
タ
ー
ゼ
、
フ
マ
ル
酸
フ
ラ
ボ
フ
ォ
ス
フ
ォ
リ
ポ
ー
ル
、
モ
ネ
ン
シ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ラ
ク
タ
ー
ゼ
、
ラ
ク
ト
バ
チ
ル
ス
ア
シ
ド
フ
ィ
ル
ス
、
ラ
ク
ト
バ
チ
レ
ス
.
サ
リ

改

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
酸
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
セ
デ
カ
マ
イ
シ
ン
、

正

セ
ル
ラ
ー
ゼ
、
セ
ル
ラ
ー
ゼ
.
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
・
。
ヘ
ク
チ
ナ
ー
ゼ
複
合
酵
素
、
セ
ン
デ
丑
フ
マ

イ
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
着
香
料
金
ス
テ
ル
頚
工
ー
テ
ル
類
、
'
ケ
ト
ン
麺
脂
肪
酸
麺
旨

肪
族
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
脂
肪
族
高
級
ア
ル
デ
ヒ
ド
麺
脂
肪
族
高
級
炭
化
水
素
類
、
・
テ
ル

。
ヘ
ン
系
炭
化
水
素
類
フ
エ
ノ
ー
ル
エ
ー
テ
ル
頚
フ
エ
ノ
ー
ル
類
芳
香
族
ア
ル
コ
ー
レ
類

芳
香
族
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
及
び
ラ
ク
ト
ン
類
の
う
ち
、
一
種
又
は
二
種
以
上
を
有
効
成
分
と
し

、

て
含
有
し
、
着
香
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
)
、
中
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
、
テ
コ
キ

ネ
ー
ト
、
ナ
イ
カ
ル
バ
ジ
ン
、
ナ
ラ
シ
ン
、
ニ
ギ
酸
カ
リ
ウ
ム
、
ノ
シ
ヘ
プ
タ
イ
ド
、
バ
ー
ジ

ニ
ア
マ
イ
シ
ン
、
バ
チ
ル
ス
訟
ア
グ
ラ
ン
ス
、
バ
チ
ル
ス
サ
ブ
チ
ル
ス
、
バ
チ
レ
ス
セ

レ
ウ
ス
、
バ
チ
ル
ス
バ
デ
ィ
ウ
ス
、
ハ
ロ
フ
ジ
ノ
ン
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
カ
レ
シ
ウ

ム
、
ビ
、
コ
ザ
マ
イ
シ
ン
、
ビ
フ
ィ
ド
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
サ
ー
モ
フ
ィ
ラ
ム
、
ビ
フ
ィ
ド
ξ
ク
テ

リ
ウ
ム
シ
ユ
ー
ド
ロ
ン
ガ
ム
、
フ
ィ
タ
ー
ゼ
、
フ
マ
ル
酸
フ
ラ
ボ
ブ
オ
ス
フ
ォ
リ
ポ
ー
レ

モ
、
不
ン
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ラ
ク
タ
ー
ゼ
、
ラ
ク
ト
バ
チ
ル
ス
ア
シ
ド
フ
ィ
ル
ス
、
,
ラ
ク

、

後

前

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五

号
)
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
飼
料
添
加
物
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
0

一
・
二
(
略
)

三
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
、
ア
ビ
ラ
マ
イ
シ
ン
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
ア
ル
カ
リ
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、

ア
ル
キ
ル
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
一
一
ウ
ム
カ
ル
シ
ウ
ム
オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
、
ア
ン
プ
ロ

リ
ウ
ム
.
エ
ト
パ
ベ
ー
ト
、
ア
ン
プ
ロ
リ
ウ
ム
・
エ
ト
パ
ベ
ー
ト
・
ス
ル
フ
ァ
キ
ノ
キ
サ
リ
ン

、

エ
フ
ロ
ト
マ
イ
シ
ン
、
エ
ン
テ
ロ
コ
ツ
カ
ス
フ
エ
カ
ー
リ
ス
、
エ
ン
テ
ロ
コ
ツ
カ
ス
フ

エ
シ
ウ
ム
、
エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
、
ギ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
キ
シ
ラ
ナ
ー
ゼ
、
キ
シ
ラ
ナ
ー
ゼ
.
0
ヘ

ク
チ
ナ
ー
ゼ
複
合
酵
素
、
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル
、
β
ー
グ
ル
カ
ナ
ー
ゼ
、
グ
ル
コ
ン
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
プ
チ
リ
カ
ム
、
ク
ロ
ル
テ
十
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
、
サ
ツ
カ
リ
ン

改

1

正



バ
リ
ウ
ス
、
ラ
サ
ロ
シ
ド
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
り
パ
ー
ゼ
、
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン
及
ぴ
り
ン
酸
タ
イ
ロ

シ
ン
並
ぴ
に
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤

四
露
)

"

ト
バ
チ
ル
ス
サ
リ
バ
リ
ウ
ス
、
ラ
サ
ロ
シ
ド
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
り
パ
ー
ゼ
、
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン

及
び
り
ン
酸
タ
イ
ロ
シ
ン
並
ぴ
に
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤

四
露
)

2



関係各位

1 飼料添加物については、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律
(法)第2条第3項の規定により農林水産大臣が指定することとしており、飼料

の安全性の確保及び品質の改善に関する法律の規定に基づき飼料添加物を定める
件(告示)において指定されています。

また、特定飼料添加物にっいては、法第7条第1項により製造業者が農林水産
大臣の登録を受けることができるとしており、その詳細は資料の安全性の確保及
ぴ品質の改善に関する法律施行規則(施行規則)に定められています。

飼料添加物の成分規格等は、法第3条第1項に基づき、飼料及び飼料添加物の
成分規格等に関する省令(成分規格等省令)により定められています。

2 今般、セデカマイシンは製造及び販売が・行われておらず、今後も流通の見込み
がないことから、農業資材審議会において飼料添加物の見直しを行いました。そ
の結果、セデカマイシンについては、飼料添加物としての指定を取り消すととも
に、成分規格等を削除することが適当とされました。

3 これを受け、告示においてセデカマイシンの飼料添加物としての指定を取り消
し、併せて施行規則及び成分規格等省令の所用の規定の整備を行いました。

4 改正の主な内容

(1)告示からセデカマイシンを削除しました。

(2)施行規則中のセデカマイシンに係る規則を削除しました。

(3)成分規格等省令中のセデカマイシンの飼料及び飼料添加物の成分規格等を削
除しました。

(4)併せて、平成25年9月 2日に公布・施行された飼料及び飼料添加物の成分

規格等に関する省令の一部を改正する省令(平成25年農林水産省令第60号)
に一音露呉表記があったことから、これを修正しました。

畜水産安全管理課

飼料安全基準班山本

TEL 03-3502-8111 (内線認275)

飼料安全法に基づく成分規格等省令等の改正の概要

事務連

平成26年2月

農林水産省消費・安全局

畜水産安全管理課

飼料安全基準班

絡

6日

5 告示、施行規則及び成分規格等省令は、独立行政法人農林水産消費安全技術セ
ンターのホームページでご覧いただけます。

ht如://WW. famic. go. jp/仟 is/feed/subl. htm l

担当

sasakawa
写

sasakawa
テキストボックス
別添②
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